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ロボット式自働撮像 AI カメラを用いた肥育豚管理の高度化 
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２ 研究期間：令和４年度～令和 5 年度（2 年間） 

 

３ 研究目的 

AI カメラによる「生体特徴情報からの体重測定技術」の改良、及び、給餌デー

タ取得技術との連動機能による「FCR:飼料要求率（給餌量÷増体重）測定機能」

の開発 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  体重推計 AI技術改良 

AIカメラによる「生体特徴情報からの AI体重測定技術」の改良 

（全国のあらゆる豚舎タイプ環境への対応・汎用化）。 

（鹿大・NTT西日本・Eco-Pork・ジャパンファーム） 

 

② 各種豚舎タイプへの取付機材汎用化・方法確立 

あらゆる豚舎タイプにおいて、ロボット式自働撮像 AIカメラを取り付け可能な

取付機材の開発・設置方法を確立 

（アオキシンテック、Eco-Pork・ジャパンファーム） 

 

③ 各種豚舎 IoT飼料残量管理システム設置 

IoT飼料タンク残量管理システムと、AIカメラによる体重情報を 

連動させ、「FCR:飼料要求率の測定・記録・管理」を実現 

（鹿大・NTT西日本・Eco-Pork・ジャパンファーム） 

    

５ 最終目標 

開放型豚舎での一定しない太陽光や汚れ等の外乱要素があったり、豚体表面 60%

が見えない状態で、AI カメラによる肥育豚全体重帯域（30 ㎏～120 ㎏）体重推

計誤差 3%以内技術の確立。体重情報と給餌データ連動による「FCR:飼料要求率

測定機能」の開発 

 

６ 期待される効果・貢献 

・肥育豚上物率を 2年間で 6％改善（過去 25年での全国平均の改善が 2％） 

・出荷日数 188日を 180日に（8日間短縮） 

・出荷体重 115kgを 120kgに（5kg増加） 

 

【連絡先 国立大学法人鹿児島大学 共同獣医学部 099(285)8515】 
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